
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-12-04

竹原義二の独立住宅作品に見るアプローチの操作手
法について

(Citation)
神戸大学大学院工学研究科・システム情報学研究科紀要,8:27-34

(Issue Date)
2016

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81009650

李, 路陽
遠藤, 秀平



竹原義二の独立住宅作品に見るアプローチの操作手法について 

 
 
 

李 路陽 1*・遠藤 秀平 1 

 
1工学研究科建築学専攻 

  

 
 

キーワード：	
 竹原義二、独立住宅、アプローチ、曲折性、存在形態、物理形態 
 

 本研究は建築家である竹原義二の独立住宅作品に着目し、国内の主要な建築専門雑誌から作品

をピックアップし、そのアプローチの操作手法を解析することで、竹原の独立住宅に関する設計

手法の一端を明らかにした。結果として、（１）折れ曲がりといった手法によりアプローチ動線を

曲折にすることを明らかにした。（２）入口の位置や敷地の間口に対応した多様なアプローチの存

在形態を明らかにした。（３）入口の内側を含んだアプローチ空間における空間の開放性から見た

性格とその変化や折れ曲がりの方法などの解析から、アプローチ空間の物理形態をコントロール

する手法を明らかにした。 

 
 

 
１．はじめに 

 

1.1 竹原義二とその住宅設計観 

徳島県出身の建築家竹原義二氏は、多数の建築作品を実現し注

1)、特に住宅、保育所、老人施設など人の暮らしを原点にしたも

のが数多く、住宅作家とも言われている注2)。1980年代から、手掛

けた作品は住宅設計専門誌に100回以上掲載され注3)、作品のスタ

イルの経年的な変化が少なく、一貫性のある作品として安定性が

示されており注4)、注目を集めている。	
 

このように建築専門誌の掲載頻度の高い、長年に渡って注目さ

れている竹原の言説や作品解説を概観的に見ると、竹原は人を内

部空間まで誘うアプローチ空間の配置を重視していること注5)、特

に玄関まで容易に到着させず、動線を折れ曲がりにすることで人

を立ち止まらせる配慮が多く見受けられる注6)注7)。作品例を挙げ

れば、1985年に竣工された「粉浜の家２」では、間口3.5m、奥行

約10mの極小敷地に、アプローチは建物と道路の間に配置された

小さなコートを経て内部に入るまでは4回の折れ曲がりがある。

また、住宅設計について他の建築家が住宅アプローチを配慮する

ことも見受けられる注8)。以上のことから、アプローチ空間の配置

は住宅設計にとって不可欠な項目であり、その操作方法を把握す

ることが竹原の住宅設計観を知る上で、重要な解析項目と考えら

れる。	
 

1.2 既往研究のレビューと本研究の目的 

独立住宅の設計手法についての関連研究は、大きく住宅の内部

空間における室の形状や配列による空間の分節形式注9)、内外部空

間の構成やつながり方注10)、外部空間の形態や構成注11)などを検討

したものに分類できる。その内、特定建築家の作品を対象とした

研究は、吉田五十八の作品に見る近代住宅の出入口の変容を明ら

かにしたもの注12）、清家清の住宅作品における空間の伸縮性を考

察したもの注13)、竹原義二の住宅作品を通した写真や言葉の解析

からその光と影、素材に見る暗さの手法による内外の空間関係を

考察したもの注14)などがある。	
 

以上の関連研究の中に、住宅の内外空間の関係に着目した研究

は、内外空間の位置関係や各室と外部のつながり方、内外部空間

の境界などから解析したものがほとんどであり、人を住宅内部に

誘うアプローチ空間のあり方に着目したものは見当たらない。本

研究はアプローチ空間の具体的形態という視点を切り口として、

室内外空間の関係を解明することは既往研究と異なる点と言え

る。そこで、本研究はランドスケープ的なアプローチ空間を重視

した竹原義二の独立住宅作品を対象に、そのアプローチの操作の

手法を解析することで、竹原義二の独立住宅設計手法の一端を明

らかにすることを目的とする。	
 

	
 

２．研究方法 
 

竹原義二の住宅設計手法を解析するために、資料の調査や本人

へのインタビュー（2016年1月28日実施）を行った上、キーワード

をまとめ、その設計手法の中に特徴的なポイントとしてアプロー

チ空間の配置を分析項目としてピックアップした。研究対象は、

竹原義二の独立住宅作品の内、国内の主要な建築専門雑誌注15)に

掲載された、分析に十分な資料を得られる78件の作品とした。	
 

（受付：May 10, 2016　受理：November 25, 2016　公開：December 2, 2016）
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 【研究論文】



アプローチ空間の特徴は、その配置やアプローチ動線の曲折性、

長さ、及び空間の物理形態の差異とその変化などに決められる。

これらの特徴の解析からアプローチ空間の特徴を捉えることが

できると考える。アプローチの曲折性について、筆者らの先行研

究注16)は現代独立住宅作品を対象に、アプローチ動線の曲折性の

経年変化を検討した。本研究はその曲折性に対する解析の方法を

踏襲した上、分析項目を増やした。具体的な研究方法は以下であ

る。	
 

(1)アプローチ動線の折れ曲がり数にみる曲折性の経年的変化を

検討し、先行研究の結果と比較することで竹原作品のアプローチ

の曲折性の特徴を明らかにする。	
 

(2)入口の所在位置からアプローチの配置形式を分類し、配置形

式を、要因である敷地の寸法から検討し、さらに曲がりの数も含

めて配置形式ごとに幾つかの存在形態を考察する。	
 

(3)構成要素からアプローチを曲がらせる方法を検討し、また空

間の開放性から入口の内側も含んだアプローチ全体の空間的な

性格とその変化を捉え、アプローチ空間の物理形態の特徴を明ら

かにする。	
 

	
 

３．アプローチの操作手法 
	
 

本章では、人を住宅の内部に誘うアプローチを対象に、その曲

折性、存在形態、物理形態などを解析することで、アプローチの

操作手法を明らかにする。	
 

まず、表1のように全事例注17)の敷地規模、寸法、アプローチの

水平距離、折れ曲がりの数、建築の入口の所在位置などの情報を

整理した。敷地規模では、48㎡から1501㎡まで見られ、その内「100

〜200㎡」(25/80)に該当する事例が最も多い。アプローチ動線の

水平距離では、1.5mから25.5mまで見られ、その内「5〜10m」

(37/80)に該当する事例が最も多い。曲がり数では、まっすぐのタ

イプ「0」から6回曲がりのタイプまで見られ、曲がり数の「1」

（22/80）と「2」（26/80）に該当するアプローチが主要である。

(表2)	
 

アプローチの配置形式は建築の入口との関係が深いと考えら

れるため、入口が建築の前側注18)にあるか後側にあるかなど入口

の所在位置によりアプローチを表3のように、4つの類型に分けた。

入口が建築の前面方向に位置する場合は「前面配置」に、建築の

横に位置する場合は「側面配置」に、アプローチ動線が建築ボリ

ュームに囲まれた中庭を経て、そこに位置する入口に到着するも

のを「中庭配置」に、入口が建築の後側に位置するものを「背後

配置」にする。結果として、事例数の最も多い類型は「前面配置」

(50/80)である。	
 

3. 1 アプローチ動線の曲折性 

本節では、各アプローチの曲がり数の年代別での平均値の変化

を検討する。図1のようにアプローチ動線の曲がり数は1980年代

の1.36から増加し、2000年以後平均曲がり数は2以上に至って、ア

プローチ動線の曲折性は年代の経過により増加し、複雑なアプロ

ーチ動線による豊富なアプローチ空間を演出することが竹原の

アプローチの操作手法として明らかになった。さらに、竹原の作

品に見るアプローチ動線の曲折性と同時期の日本の独立住宅に

おけるアプローチ動線の曲折性注19)とを比べてみると、図1に示し

たように、1980年代から一般的独立住宅作品のアプローチ動線の

曲折性は減少するのに対して注20)、竹原の作品ではアプローチの

曲がりは増加していくことから、竹原のアプローチにおけるより
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多い折れ曲がりによる空間の配置形態は同時期のものと区別し、

竹原作品のユニークな特徴とも言える。これに対する竹原の言説

により、折れ曲がりにすることで、シーンの展開が変わり注21)、訪

問者は折れ曲がりながら自然の動きを感じ取り、気持ちを整えて

家に入るようになると考えられる注22)。	
 

3.2 アプローチの配置形式と存在形態 

本節では、表３で分類したアプローチの配置形式と敷地条件の

関係を検討し、配置形式の要因を明らかにする。また、アプロー

チの曲折性から配置形式ごとに幾つかの存在形態をまとめる。	
 

表1に示した各敷地の間口と奥行の値と表3で分けた各配置形

式を図2のように散布図として示している。横軸に敷地の間口の

値を、縦軸に敷地の奥行の値をとっている。図2から、ほとんどの

事例の間口の幅は5m以上、奥行は10m以上である。結果として、21

件の○記号と標記されている「側面配置」の事例のほとんど

（16/21）は、間口が12m以内の範囲に分布していることが示され

た。また、△記号の「中庭配置」の事例の大半（5/8）も間口の値

が12m以内に該当している。●記号の「前面配置」の事例も含めて

みると、敷地の間口が12m以内の場合、○と△の事例数（計21件）

は●の事例数（14件）を超えたことがわかった。間口が12m以上の

場合、「前面配置」に該当する事例がほとんどである。一方、奥

行の値と配置形式の関係は見受けられなかった。以上のことから、

敷地の間口の幅がアプローチの配置形式に影響を与える要因と

して挙げられ、間口の幅が狭い場合、建物は間口の幅の一部のみ

占め、アプローチが建物の横を経て建物の側面や中庭に位置する

入口に到着するアプローチの配置形式が多用されていることが

わかった。	
 

次に、アプローチ動線の曲がり数と入口の位置から、アプロー

チの存在形態を検討する。図3に示したように、配置形式ごとにア

プローチの存在形態として幾つかのパターンが得られた。	
 

「前面配置」では、アプローチ動線は折れ曲がりをせず、まっ

すぐに入口に到着するものを「1-1」に、入口は前面道路に向き、

アプローチが複数回の折れ曲がりがあるものを「1-2」や「1-3」

に、入口の方向は道路と垂直し、アプローチは1回折れ曲がってか

ら入口に到着するものを「1-4」に、複数回折れ曲がるものを「1-

5」にした。該当する事例数から、「前面配置」では入口が道路に

向きながらアプローチは複数の折れ曲がりがある「1-2」や「1-3」

が主要タイプとして挙げられる。	
 

「側面配置」では、アプローチが建物の横の空間から入り、建

物の側面にある入口に到着するものを「2-1」に、建物と道路の間

で折れ曲がって建物の横を経て入口に到着するのを「2-2」に、建

物の横から入り、ポーチが建物の側面から凹んで、2-1より玄関に

入る前にもう一度折れ曲がるものを「2-3」にした。事例数から、

「側面配置」において「2-1」のように動線がよりシンプルなタイ

プが主要であることがわかった。	
 

「中庭配置」では、アプローチが建物の横の空間から入り、中

央部に位置する中庭を経て、そこにある入口に到着するものを

「3-1」に、中庭がL字形の建物に囲まれ、アプローチが道路側に

２回折れ曲がってから敷地の中央部にある入口に到着するのを

「3-2」に、２棟の建物が対峙され、アプローチが複数の折れ曲が

りから建物の中庭側にある入口に到着するものを「3-3」や「3-4」

にした。以上のアプローチの形態はいずれも該当する事例数は少

ない。	
 

「背後配置」では、いずれも入口が建物の後側に位置し、アプ

ローチが建物の横を経るか、ボリュームが上げられた建物の下を

経るものを「4-1」や「4-2」にした。二つの形態に該当する事例

はいずれも1件のみである。	
 

以上の解析から、竹原の住宅作品のアプローチは建物の入口の

位置や方向によって、多様な存在形態を特徴としていることを明

らかにし、アプローチの曲折性は配置形式（特に前面配置と側面

配置）により変化する傾向が見られた。	
 

3.3 アプローチ空間の特徴 

	
 本節では、アプローチ動線の折れ曲がりを引き起こす手法、ア

プローチ動線の所在空間の開放性から見る空間の性格（入口内側

の空間も含む）などの解析から、全アプローチの物理形態を検討

する。	
 

	
 まず、全事例のアプローチ動線の折れ曲がりを引き起こす要素

（折れ曲がり要素と呼ぶ）とアプローチ空間の性格を分類した。

図4のように、折れ曲がりを引き起こす要素を壁、樹木など「立体

要素」と床面の舗装材やレベルの変化など「床面要素」に分けた。

「立体要素」では、壁や樹木に突き当たってから曲がる「壁」と

「樹木」、他空間領域に入る前の分節である「空間分節」、そし

て「壁」のように壁に突き当たり、壁の高さが目線より低いもの

を「低い壁」に分けた。「床面要素」では、舗装材の曲がりによ

る動線を曲がらせる「舗装」、舗装により動線が明確されていな

いが異なる床材の境界により動線を曲がらせる「床材分節」、階

段や床面のレベルの変化により曲がらせる「階段」と「レベル変

化変化」に分けた。以上の折れ曲がり要素は計８種類が挙げられ、	
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記号はA〜Hとする。折れ曲がりの箇所は複数の要素がある場合、

該当する要素の記号を合わせて記述する(例：BE)。アプローチ空

間の性格では、図5のようにアプローチが通過する空間を開放性

の強い順で、物理的空間制限のない「開放空間」、動線の片側に

壁がある「片側壁」、片側の壁の上から屋根を伸ばし動線の上空

を覆う「屋根下」、両サイドに壁があるがどちらかが目線の高さ

以下である「片側低い」、動線は平行する二つの建築ボリューム

や壁に挟んでいる「両側壁」、建築ボリュームの領域を通過する

「トンネル」と建築ボリュームに凹んで形成した「凹み」に分け

た。以上の空間性格は計7種類が挙げられ、記号は開放性の高い順

で①〜⑦とする。入口内側の空間では、玄関、家族室と廊下の３

種類が見受けられ、「玄」、「室」と「廊」で記述する。その内、

事例数の最も多い玄関では、開口により視線の広がりの有無によ

りさらに「玄（開）」と「玄（閉）」に分類した。以上の折れ曲

がり要素、空間性格の類型（入口内側の空間も含む）、動線の各

区間の長さの情報を合わせて、全事例のアプローチの実態を図６

のように整理した。	
 

	
 折れ曲がりを引き起こす要素の類型を見ると、全対象における

各類型とその事例数を表4のように整理した。事例数の多い類型

は「E」(29件)、「C」(27件)、「B」(25件)、「BE」(24件)である。

次に、事例数の5以上の類型を主要類型としてあげられ、立体要素

のみ、床面要素のみと両方の組合せ別で、その事例数の年代的変

化を表5のように検討した。結果として、最初の1980年代は「立体

要素」は全部の事例を占め、年代の経過とともに「床面要素」や

「両方の組合せ」に該当する類型は増加し、2010年以後は「立体

要素」が少数になり、床面の仕上げ材やレベル差の操作を含んだ

折れ曲がり方式が主要となったことがわかった。このことから、

アプローチ動線は、壁など立体的な要素による物理的に曲がらせ

るタイプから、床材やレベル差の操作による曲がらせるタイプま

で変化する傾向が見られた。	
 

	
 アプローチ空間の性格を見ると、まずは建物入口の内外両側に

おける空間の性格の変化を検討する。入口の外側の空間は④以外

の類型に該当し、それらの類型を開放性のより高い①、②、③と

開放性のより低い⑤、⑥、⑦に分け、入口の内側の空間をより狭

い「玄（閉）」や「廊」とより広く感じられる「室」と「玄（開）」

に分けた。建物に入る時点前後の空間性格の変化を表6のように4

つの類型とそれらの事例数を整理した。結果として、開放性の低

い⑤、⑥或いは⑦から、より広く感じられる室や開口により視線

の広がりがある玄関に入る「閉→開」（30/80）と、開放性がより

高い①、②或いは③から、視線の広がりのない玄関や廊下に入る

「開→閉」(23/80)が全数の大半を占めることから、入口に入る時

に空間の開放性の変化が求められていることがわかった。	
 

	
 次に、アプローチの起点から建物の入口まで、アプローチ空間

全体の性格とその変化を検討する。図７のように、①〜⑦の各空

間性格類型に該当する動線の水平距離の合計値を示している。開

放性の最も強い①が最も主要な性格であることがわかった。一方、

開放や閉鎖とはっきり言えない③と④の採用は最も少ない。空間

性格の変化を見ると、全事例のアプローチ空間は一つの空間類型

のみがあるものや複数の空間類型の組合せたものが見られ、それ

らの空間の開放性として無変化や一回変化、二回変化など、開放

性がどのように変化するかにより変化の方式を表７のように、変

化のない「単一」、一回変化する「減少」や「増加」、二回変化

する「減少→増加」や「増加→減少」の五つの種類に分け、それ

らの該当する事例数を整理した。結果として、開放性のより高い

空間からより閉鎖的な空間まで変化する「減少」の事例数は半分

以上（47/80）であり、最も主要な変化方式だと分かった。また、

より閉鎖的な空間からの変化方式である「増加」や「増加→減少」

の事例数はいずれも3件のみあり、最も少ない。	
 

	
 以上のアプローチ空間の性格の解析から、竹原はアプローチや

入口内外の両側における空間の開放性の変化を求めることが見

受けられた。	
 

	
 

４．結論と考察 
 
本研究は、建築家竹原義二の独立住宅作品を対象に、人を住宅

内部に誘うアプローチの曲折性、存在形態、物理形態などの解析

から、竹原義二の住宅設計手法の一端を明らかにした。結論は以

下である。	
 

(1)アプローチ動線の曲折性は一般の住宅作品より高いことが竹

原作品の特徴としてわかった。	
 

(2)入口の位置や敷地の間口の幅に影響したアプローチの配置形

式と動線の曲折性の検討から、アプローチの多様な存在形態が挙

げられた。	
 

(3)アプローチの折れ曲がりを誘導する方法は壁など立体要素で

物理的な操作から、床材の操作など人の心理を影響する方法に変

化する傾向が見られ、空間の開放性はアプローチ空間のみならず

入口の内側まで変化する性格が見受けられた。	
 

以上の結論から、動線をはっきり規定されていない床材の操作

からアプローチを折れ曲がらせ、多様な存在形態を作り出しなが

ら、開放性が変化する空間も演出され、アプローチの動線曲折化、
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形態多様化、空間曖昧化といった操作手法を明らかにした。	
 

日本の住宅は、明治期から洋風化され続ける結果、現代の住宅

は和と洋のどれとも明快に言えない和洋折衷タイプが標準的に

なった。竹原義二は多数の提案と独自の発想を展開し、日本伝統

建築における曖昧なアプローチを現代の住宅に巧みに取り入れ、

住宅での人と自然のかかわりといった人と環境の関係に一つの

解答を寄与できると考える。特に、狭小敷地でのアプローチの配

置手法は、独立住宅の敷地が狭小化し続ける背景下、狭い空間を

より広く感じさせ、住宅本体に入るまでの距離、時間軸をコント

ロールすることで伸ばし、より豊富な景観演出を酿出できる一方、

心理的緩衝も作り出している。	
 

本稿で明らかとなったアプローチの操作手法は、現代独立住宅

の設計にとって参考資料と考えられ、応用も可能な知見と考える。

尚、本稿はランドスケープ分野に視座をおく研究とも言え、竹原

義二のほかの住宅設計手法を別稿で取りあげる予定である。	
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注 
注 1）参考文献 1）の P296 により、竹原は 2010 年（文献の出版年）まで

150 件の作品ができ、1978 年に竣工した 1番目の作品「勢野の家」から

1年に約 4.8 件のペースである。	
 

注 2）参考文献 1）の P138 で、藤森照信が「竹原義二の作品も名前も日本

の建築界ではよく知られている。大阪を代表する住宅作家として広く名

は通っている。」と評価した。	
 

注 3）独立住宅作品だけを見ると、2015 年に竣工した「十ノ坪の家」まで、

竹原義二の作品は専門雑誌に計 96 回掲載された。これ以外は非独立住

宅作品もいくつか掲載され、計 100 回以上がある。	
 

注 4)参考文献 1)の P296 で、花田佳明が「これら 150 作品を通覧して驚く

のは、完成度の一貫した高さと、それらをいくつかのスタイル、あるい

は時期へと分類し区分することの難しさだ。変化のあるとすれば、増加

した年間竣工件数だけだとすら言いたくなる。（中略）それほどに 150

作品のレボェルは揃っており、あたかも最初からすべて竹原の頭の中に

あったかのようだ。しかしこの多様性は、実際には 30 歳から 60 歳まで

の時間の中で生み出されており、彼の早熟ぶりと才能の安定性を示す証

拠以外の何ものでもない」と評価した。	
 

注 5)「初めて訪れる住宅は、とても心がワクワクする。そこに住む人の気

持ちが伝わってくるようなアプローチ空間について、住宅の設計を始ま

った時から随分と考えている。」（参考文献 19、pp.60）	
 

注 6)「僕はいつも立ち止まるという行為が重要だと考えています。立ち止

まるというのは、距離が短ければ短いほどとても大事になってくるよう

に思います。」（参考文献 3、pp.88）	
 

注 7)	
 「玄関へは容易に到着させない。敷地に余裕がなく、アプローチ空

間をほとんど取ることができないでも、必ず一度は立ち止まらせる。」

（参考文献 2、pp.103）	
 

注 8)	
 「初めて建主の敷地を見せていただいたとき、脳裏をかすめること

の一つとして、玄関をどこに位置させるのかがある。それはとりもなお

さず建主へ気持ちのよいアプローチ空間を提案したいからにほかなら

ない。」（参考文献 4、pp.102）	
 

注 9）参考文献 5),6),7)とその他が挙げられる	
 

注 10）参考文献 8),9),10)	
 とその他が挙げられる	
 

注 11）参考文献 11),12),13)	
 とその他が挙げられる	
 

注 12）参考文献 14)	
 

注 13）参考文献 15)	
 	
 

注 14）参考文献 16)、17)	
 

注 15）本研究は「住宅特集」や「住宅建築」、「建築文化」など建築専門

雑誌から事例をピックアップした。	
 

注 16)	
 参考文献 18)	
 

注 17)	
 本研究の研究対象は 78 件の住宅作品だが、その中 No.60「深谷の

家」と No.63「乗鞍の家」は機能が完備している２つの棟で構成された

二世代住宅のため、棟ごとに「60A」,「60B」,「63A」,「63B」として扱

い、事例数計 80 件である。	
 

注 18)	
 本研究は、アプローチの起点の所在道路を前面道路と定義し、この

基準により建物の立面を前面、側面、背後に分けている。	
 

注 19)	
 参考文献 18)P479 の図５の結果を引用する。	
 

注 20)	
 図 2 の「2000s」における一般的住宅作品の値「0.5」は、参考文献

18)の分け方により 2000 年〜2012 年の平均値を示す。	
 

注 21)	
 「僕はいつも立ち止まるという行為が重要だと考えています。立ち

止まるということは、距離が短ければ短いほどとても大事になってくる

ように思います。（中略）このように、ひとつひとつ立ち止まらせるこ

とによってシーンの展開を考えていくわけです。」（参考文献 3、pp.88）	
 

注 22)	
 「人は立ち止まり、向きを変えたりすることによって、光・風とい

った自然の動きを敏感に感じ取り、やがて訪れるその家との対面に向け

て気持ちを整えていくからである。」（参考文献 2、pp.103）	
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This study is focusing on the detached house works of Yoshiji TAKEHARA, by analyzing the design method 

in approach arrangement, part of design method of detached house have been revealed. The result is as follows:  

(1). The approaches are complicated by bending the flow. 

(2). The diverse arrangement form of approach which affected by the position of the entrance and the size of 

site have been revealed. 

(3). By analyzing the method of turning and characteristics of approach space, the control method of physical 

form has been clarified. 
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